
感電や電気火災の防止に有効です

漏電遮断器
（過電圧保護機能付）を
取り付けていますか？
漏電遮断器は、火災や感電事故を防ぐとても大切
な器具です。
漏電遮断器は漏電を瞬時に感知して電気を止め、
火災や感電事故から守ってくれます。
漏電遮断器にはテストボタンが付いています。
定期的に正しく動作するかチェックしましょう！

感震装置（感震ブレーカー）の取付けをお奨めします！
巨大地震が発生した場合の通電火災が危惧されています。その対策に有効とされているのが感震装置です。
震度５強以上の地震が発生したとき、ランプ、ブザー、音声などで警報を発し、電気を安全に遮断します。

　感震装置（感震ブレーカー）については、内閣府・消防庁・経済産業省が連携し国を挙げて、普及啓発に取り組んでいます。特に「地震時
等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域（※1）」及び都市計画法に基づく「防火地域・準防火地域」における緊急的・
重点的な感震ブレーカー等の普及が求められています。
　電気需要場所における電気工作物の設計、施工、維持、検査の規範となる民間規格「内線規程」（※2）において、感震ブレーカーの設置
が規定されております。その中で「地震時等の電気火災の発生・延焼等の危険解消に取り組むべき地域（※1）」及び都市計画法に基づく
「防火地域・準防火地域」の住宅などに設置することを勧告し、それ以外のすべての地域の住宅などに設置することを推奨しています。
※１ 内閣府ホームページでご確認ください。　http://www.bousai.go.jp/jishin/syuto/denkikasaitaisaku/missyuu/index.html
※２ 省令を補完するために、（一社）日本電気協会によって編纂された規定で、電気工事者の施工マニュアルとして、組合に所属の電気工

事業者もこれに則り安全・安心な施工を行っております。

雷サージから家電製品を保護します

万一の地震時も、自動で電気を遮断します

避雷器の取付けを
お奨めします！
雷によって雷サージ（電気系統などに
異常に高い電圧が瞬間的に生じる現
象）が発生すると、パソコンや家電製品
などが故障することがあります。避雷
器の付いた住宅用分電盤なら、雷サー
ジをカットして、電気製品を守ります※。
※電話線、テレビアンテナから侵入してくる
　雷サージに対しては保護できません。

●感震装置（感震ブレーカー）の主なはたらき
①基本動作：地震検知後、3分が経過すると主幹漏電ブレーカーを自動遮断します。
②地震検知後、3分以内に停電が発生した場合：復電直後に主幹漏電ブレーカーを自動遮断
します。

※「地震かみなりあんしんばん」（マルチ通信型HEMS対応住宅分電盤）パナソニック㈱エレクトリックワークス社製

コンパクト21住宅分電盤

スマートコスモ マルチ通信型

どうして
ブレーカーを
切る必要が
あるんだろう？

感震ブレーカーは ①分電盤タイプ ②コンセントタイプ ③簡易タイプ と種類があるよ。
次のページで、分電盤タイプの感震ブレーカーについて詳しく紹介をするよ！

※出火原因が確認されたもの　「大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討会」報告書より
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ポイント 災害時の安全対策をしましょう

通電火災ってご存知ですか？通電火災ってご存知ですか？

①日頃から災害に備えて準備をしましょう！
様々な災害を想定して、事前準備をしましょう。
夜に災害が起こった場合を想定して、
枕元に靴や懐中電灯があると、
より一層安心できます。

②避難する前にはブレーカーを切ろう！
地震が起こると火事の危険性が増します。
電気の消し忘れや停電の復旧後を防ぐために、
家を離れるときはブレーカーを切ってください。

地震が起こったら可能な限り、使用している電化製
品のスイッチを切り、コンセントを抜きまししょう。
➡感震ブレーカーの設置が非常に有効です。

通電火災とは、大規模な地震などを伴う停電が復旧する際に発生する火災のことです。災害により損傷を受
けた家屋内の電気配線、破損した電化製品、ストーブやアイロンといった発熱体を伴う電化製品にモノが接触
している状態等により、停電から電気が復旧した際に発火することなどが原因となる火災のことです。

（例） ●地震の揺れでカーテンや衣類が電気ストーブの上に覆いかぶさり、通電後に出火！
●建物の倒壊や家具の転倒で電気コードが損傷し、通電の瞬間にショートを起こし出火！

これらの可能性を減らすには感震装置（感震ブレーカー）による対策が非常に有効と言われています。自治体
によっては取り付けの支援として、助成金などが設定されている場合があります。是非調べてみましょう！

③切れた電線には絶対触らないで！
電線に樹木や看板、アンテナなどが接触して
いる場合も大変危険です。
最寄りの電力会社に連絡してください。

●事前準備リスト（例）
・食料、飲料の備蓄
・非常用持ち出しバッグの準備
・モバイルバッテリーの充電

・家具の置き方
・避難場所や経路の確認
・家族間の安否確認の手段

ポイント 住宅用分電盤で安全対策をしましょう

地震による火災の過半数は電気が原因です。
地震を原因として発生した火災のうち
阪神淡路大震災では発生した火災の61%、
東日本大震災で発生した火災の65%が、
「電気による火災」でした。
どちらも6割以上が電気による火災です。

大規模地震時における
火災の発生状況

電気関係
85件
（61％）

阪神・淡路大震災（H7年1月）

ガス・油器具
24件
（17％）

その他
30件
（22％）

電気関係
71件

（65％）

東日本大震災（H23年3月）

工場設備
12件
（11％）

その他
27件
（24％）

6割以上が
電気による
火災！


